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〔毎月 2回・1日・15日発行〕 

のミ・はり叫ち 
発 行 所 

五所川原市役所 

511号 

昭和57年1月15日 

印刷卿佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25, 731人 
	

世 帯 数 	14,642 

	

53, 169人 
	

女 27,438人 
	

（昭和56年12月1日現在）住民基本台帳から 

親子そろって 

凧 づ く り 

「親子凧づくり教室」が1月 7. 8の両日、市民文

化会館におよそ200人の小・中学生、保護者、それに先

生方が参加して行われました。 

市連合PTA、市教育委員会が地域活動のーつとし

て開いたもので、弘前中央高校教諭の尾崎四桜氏が講  

師をつとめたものです。 

参加者たちは新聞紙をいっぱい広げた会場で絵筆を 

持ち、凧の下絵から色ぬり、骨組み、仕上げへと一貫 

した凧づくりに挑戦、腕をみがいていました。 

（写真=1月 7日、市民文化会館で） 



先月完成したコミュニティーセンター三好 

建築制限が行われます 

ま
た
ー
つ
触
れ
合
い

の
場
 

鶴
ケ

岡
に

コ
ミ
セ
ン

三
好
完

成
 

住
民
た
ち
は
、
「
冠婚
葬
祭
な
ど

に
も
利
用
で
き
、
住
民
の
触
れ

合
い
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
喜
び
合
っ
て
い
ま

し
た
。
 

市
で
は
地
域
づ
く
り
の
拠
点

の
た
め
に
、
五
十
三
年
度
か
ら
 

各
地
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ

ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
に
栄
、
七
和

中
川
、
松
島
、
飯
詰
、
長
橋
の

六
地
区
で
完
成
を
み
て
お
り
、
 

三
好
地
区
は
七
番
目
の
施
設
と

な
り
ま
し
た
。
 

(511号） ② 広報ごしょがわら 昭和57年（1982年） 1 月15日 

昨
年
八
月
か
ら
総
工
費
一
億

三
百
万
余
円
を
か
け
市
内
鶴
ケ

岡
に
建
設
を
進
め
て

い
た
 
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
三
好
」
 

が
完
成
し
、
十
二
月
二
十
六
日
、
 

新
装
な
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
に
寺

田
市
長
ふ
じ
め
地
域
住
民
の
代
 

表
約
百
人
が
集
ま
っ
て
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

完
成
し
た
セ
ン
タ
ー
は
鉄
骨

造
り
平
屋
建
て
で
、
建
築
面
積

は
約
七
百
平
方

M
。
敷
地
も
約

二
千
九
百
平
方
M
で
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
 

す
。
 

セ
ン
タ

ー
内
に
は
市
役
所
支

所
業
務
室
を
兼
ね
た
事
務
室
、
 

百
畳
敷
き
の
大
広
間
、
調
理
室
、
 

二
つ
の
礼
法
室
、
さ
ら
に
研
修

会
議
室
な
ど

が
あ
り
、
ガ
ラ
ス

張
り
の
明
る

い
設
計
で
す
。
 

正
午
か
ら
行
わ
れ
た
完
工
祭

で
は
、
寺
田
市
長
ら
が
次
々
と

玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
落
成
を
祝
い

合
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
地
域
 

ロ
募
集
人
員
 
四
十
人
 

ロ
修
学
年
限
 
三
年
（
た
だ

し
、
第
三
学
年
は
臨
床
実
習
と

す
る
）
 

ロ
入
学
資
格
 

①
准
看
護
婦
（
士

）
で
、
免

許
取
得
後
三
年
以
上
看
護
業
務

に
従
事
し
て
い
る
方
 

②
准
看
護
婦
（
士

）
で
、
高

等
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
方

③
准
看
護
婦
（
士
）
で
、
高

等
学
校
を
今
春
卒
業
見
込
み
の

方
 ロ

願
書
受
付
期
限
 

一
月
一
一

十
九
日
（
金
）
 

ロ
入
学
試
験
 

南
部
地
区
土

地
区
画
整
理
事

業
と
し
て
、
昭

和
五
十
六
年
＋

一
月
七
日
（
県

告
示
第
九
二
六

号
）
を
も
っ
て

都
市
計
画
が
決

定
し
ま
し
た
。
 

こ
の
決
定
に

よ
り
、
当
区
域

内
に
今
後
、
建

築
物
等
の
増
改

築
及
び
新
築
を

し
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
都
市

計
画
法
（
第
五
 

看
護
学
生
を
募
集
勲
纏
 

南
部
地
区

の
都
市
計
画
が
決
定
 

r
 

(
 

①
試
験
日
 
二
月
十
六
日
（
 

火
）
 

②
試
験
場
所
 
本
学
院
教
室

③
学
科
試
験
 
国
語
、
社
会
、
 

看
護
一
般
、
作
文
 

④
そ
の
他
 
面
接
、
身
体
検

査
 詳

細
は
、
本
学
院
（
，
⑩
一
一

七
一
五
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
 

一
戸
一
恵
さ
ん
、
交
 

通
遺
児
に
と
三
千
円
 

市
立
南
小
学
校
五
年
生
の
一

戸
一
恵
さ
ん
は

こ
の
ほ
ど
、
交

通
遣
児
に
役
立
て
て
下
さ
い
と

三
千
円
を
市
福
祉
事
務
所
に
寄

付
し
ま
し
た
。
 

三
条
第
一
項

）
が
適
用
さ
れ
、
 

県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
し
ま

す
。
 

こ
れ
は
、
計
画
の
実
現
に
向

け
、
事
業
の
円
滑
な
施
行
を
確

保
す
る
た
め
に
建
築
の
制
限
を

行
う
も
の
で
す
。
 

対
象
区
域
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
区
域
 

鳥
森
、
八
重
菊
、
下
り
枝
、
 

湊
字
千
鳥
、
姥
葱
字
桜
木
地
内

な
お
、
詳
し
く
は
、
市
都
市

計
画
課

（
廿
⑩
二
一
一
一
番

・

内
線
二
三
二
番

）
へ
お
間
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 



③ (511号） 	 広報ごしょがわら 
	

昭和57年（1982年） 1月15日 

ニ”：でマ“ビ・・” 

に士‘・三ニン 

昭和5ワ年 

固回除回聞題園 
回 国 園 園 

ロ対象者 男 昭和16年 4 月 2 日～昭和17年 4 月1 

日生まれの方 

女 昭和25年 4 月 2 日～昭和26年 4 月 1 

日生まれの方 

2 月13日（土）午後 1時から 

ロところ 市中央公民館（駅裏） 

ロ会 費 男 8,000円 女 7,000円 

口申込み受付け 1月16日uりから 1月31日旧）まで 

ロ申込み先 会費を添えて近くの実行委員、または 

市教育委員会藤田いく子、市民相談室横 

山正、建設課開米昌憲、農林課斎藤忠男 

総務課太田弘志まで。 

昭和57年除厄祈願祭実行委員会 

市
で
は
、
母
子
家
庭
な
ど
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
 

児
童
が
医
者
に
か
か
っ

た
場
合

の
医
療
費
の
一
部
（
自
己
負
担

分
）
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
受

給
の
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お
 

了
前
の
児
童
。
 

⑨
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。
 

（た
だ
し
、
保
育
所
入
所
児
は

対
象
に
な
り
ま
す
）
 

▽
受
給
の
手
続
き
 

下
さ
い
。
 

詳
し
く
は
、
 市
福
祉
事
務
所
 

な
お
、
市
で
発
行
し
た
領
収

書
様
式
に
よ
り
同
一
の
月
に
か

か
っ
た
医
療
費
を
ま
と
め
て
、
 

そ
の
月
々
提
出
し
て
請
求
し
て
 

ロ 作品規定 

(1） 県内で生産または製造（作）された本県の観光土産品

にふさわしいもので、次のいずれかに該当するもの。 

ア まだ市販されていない新製品 

ィ 従前から商品として市販されているが、品質、意

匠等が改良されたもの 

ウ 試作段階の作品についても対象とする。 

(2） 品目は、漆器、窯業品、食品（菓子含む）、郷土玩具、 

その他（小木工品、繊維、竹、藤、あけびづる、わら、 

紙製品等） 

ロ 応募資格 県内在住者に限る。 

ロ 受付期限及び応募先 

2 月 5 日（金） 

青森市長島一丁目1-1 青森県観光課 

口 審査及び授賞式 

(1） 審査期日 2 月18日（木） 

(2）授賞式 2 月22日（月）午後 2 時 

口ー般公開 

本コンクールの出品商品は、下記の日程で一般公開し 

展示即売します。 

(1） 日 時 2 月19日（金）-2月22日（月） 4 日間 

(2）場 所 卿中三青森店 8 階催会場 

「青森県観光土産品まつり」会場 

その他くわしいことは、県観光課物産班（か0177 ⑩ー 

1111内線4177・4178）または市商工観光課（n⑩21 11内線 

259）へお問い合わせ下さい。 

市
内
の
在
住
者
で
、
各
社
会

保
険
（
国
保
も
含
む
）
に
加
入

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
児
童
。
 

①
配
偶
者
の
な
い
女
子
が
扶

養
す
る
、
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童
。
 

②
父
母
の
な
い
義
務
教
育
終
 

該
当
す
る
人
は
、
「受
給
資
格

証
」
の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。
 

受
給
資
格
者
は
、
保
険
証
と
印

鑑
を
添
え
て
申
請
し
て
下
さ
い
。
 

▽
医
療
費
の
申
請
 

受
給
資
格
証
、
保
険
証
、
印

鑑
、
支
払
っ
た
一
部
自
己
負
担

分
を
証
明
す
る
病
院
な
ど
の
領

収
書
が
必
要
で
す
。
 

内
線
二
四
三
番
）
 

わ
せ
下
さ
い
。
 

(e
⑩
 

一
 
一
 
一
 

一
  

】
番

‘
 

へ
お
間
い
合
 

知
ら
せ

し
ま
す
。
 

V
対
象

者
 

母
子
家
庭
児
童
に
医
療
費
助
成
 

, 

I 



子
ー
人
の
場
合

子
2
人
の
場
合
 

子
3
人
の
場
合
 

5
4
0

、
7
0
0円
 

（月
額

4
5
、
0
5
8
円
）
 

6
0
0
、
7
0
0
円
 

（月
額

5
0
、
0
5
8円
）
 

3
人
目
か
ら
ー
人

2
4

、
0
0
0
円
 

（月
額

2
、
0
0
0
円
）
を
加
算
 

納
め
ま
し

た
か
国
民
年
金

の
保
険
料
 

五
十
六
年
度
三
期
分

（
十月
 

・

十

一
月
・
十
二
月
分
）
の
国

民
年
金
保
険
料
の
納
期
は
十
一
一

月
二
十
八
日
で

し
た
が
、
納
め

ま
し
た
か
、
も
う

一
度
お
調
べ

願
い
ま
す
。
 

ま
だ
、
納
め
て
い
な
け
れ
ば
、
 

至
急
納
め
て
下
さ

い
。
 

国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
て

も
、
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
せ

ん
と
、
万
一
の
場
合
に
障
害
年

金
、
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
し
、
将
来
、
老
齢
年

金
も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

市
で
は
、
昭
和
五

十
七
年
四
月
一
日
か

ら
保
育
所
（園
）
に
入

所
す
る
児
童
の
受
け

付
け
を
締
め
切
り
ま

し
た
が
、
定
員
数
に

満
た
な
い
保
育
所
が

あ
り
ま
す
の
で
、
追

加
受
け
付
け
を

一
月

二
十
六
日
か
ら
三
月
 

・

三
十
一
日
ま
で
行
い

ま
す
。
 

下
記
の
保
育
所
（
 

園
）
は
、
国
の
認
可
 

(
5）
準
母
子
年
金
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
祖
母
や
姉
が
、
息
子
、
父

な
ど
と
死
別
し
て
孫
や
弟
妹

を
か
か
え
、
母
子
家
庭
と
同

じ
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
と

き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

⑨
受
け
ら
れ
る
要
件
 

①
祖
母
が
夫
、
息
子
と
死

別
し
た
と
き
、
十
八
歳
未
満
 

（
二
級
以
上
の
障
害
が
あ
る

と
き
は
、
二
十
歳
未
満
）
の

孫
を
養
っ
て
い
る
と
き
。
 

を
受
け
た
児
童
福
祉
施
設
で
す
。
 

児
童
の
保
育
 

本
来
、
そ
の
両
親
の
家
庭
に

お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
最
も

自
然
の
姿
で
あ
り
理
想
で
す
が

そ
の
家
庭
に
お

い
て
十
分
保
育

で
き
な
い
児
童
を
、
家
庭
の
保

護
者
に
代
わ
っ
て
一
般
家
庭
と

同
様
の
保
育
を
す
る
目
的
を
も

っ
た
施
設
で
す
。
 

入
所
対
象
児
童
 

保
護
者
の
労
働
、
疾
病
等
の

事
由
に
よ
り
、
そ
の
監
護
す
べ

き
乳
児
幼
児
、
ま
た
は
そ
の
他
 

その7⑦ 

②
姉
が
夫
、
父
と
死
別
し

た
と
き
、
十
八
歳
未
満
（
一
一

級
以
上
の
障
害
が
あ
る
と
き

は
、
二
十
歳
未
満
）
の
弟
妹
 

を
養
っ
て
い
る
と
き
。
 

③
祖
母
や
姉
の
保
険
料
を

納
め
て
い
る
状
況
が
、
母
子

年
金
の
と
き
と
同
じ
要
件
に

該
当
し
て
い
る
こ
と
。
 

＠
年
金
額
 

右
下
囲
み
の
通
り
で
す
。
 r

 
の
児
童
の
保
育
に
欠
け
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
児
童
を
保
育
所
（
園
）
に

入
所
さ
せ
て
保
育
を
し
ま
す
。
 

保
育
所
の
職
員
配
置
 

保
育
所
（
園
）
に
は
、
所
長
、
 

保
母
、
調
理
員
、
用
務
員
及
び

嘱
託
医
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
 

保
母
は
、
す
べ
て
の
有
資
格
者

が
従
事
し
て
お
り
ま
す
。
 

児
童
の
給
食

（
無
料
）
 

三
歳
未
満
児

に
は
主
食
を
含

め
た
給
食
、
三
歳
以
上
の
児
童

に
は
副
食
を
主
と
し
た
給
食
を
 

(6
）
遺
児
年
金
 

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
父
か
母
と
死
別
し
、
父
母

と
も
い
な
く
な
っ
た
子
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
 

⑨
受
け
ら
れ
る
要
件
 

①
残
さ
れ
た
子
が
、
十
八
 

行
っ
て
い
ま
す
。
 

受
け
付
け
場
所
 

市
福
祉
事
務
所

（
入
所
申
請
 

歳
未
満
（
二
級
以

E
の
障
害

が
あ
る
と
き
は
、

二
十
歳
未

満
）
で
あ
る
と
き
。
 

②
死
亡
し
た
父
や
母
の
保

険
料
を
納
め
て
い
る
状
況
が

障
害
年
金

の
場
合
と
同
じ
要

件
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
。
 

＠
年
金
額
 

準
母
子
年
金
と
同
じ
で
す
。
 

《
 

軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

添
付
書
類
 

①
五
十
六
年
分

源
泉
徴
収
票
、
 

所
得
税
納
付
書
、
五
十
六
年
度

納
税
通
知
書
（
市
民
税
、
固
定

資
産
税
）
。
 

②
母
親
が
勤
務
し
て
い
る
場

合
は
、
勤
務
証
明
書
。
 

③
母
親
が
出
産
、
病
気
の
場

合
は
、
母
子
手
帳
ま
た
は
診
断

書
。
 

な
お
、
当
事
務
所
に
は
保
育

所
（
園
）
入
所
措
置
に
関
す
る

事
項
以
外
の
乳
児
幼
児
、

ま
た

は
そ
の
他
の
児
童
の
悩
み
ご
と

の
相
談
役
と
し
て
、

元
学
校
長

で
長
い
間
教
職
に
あ
っ
た
二
人

の
家
庭
児
童
相
談
員
が
、

相
談

者
の
来
所
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

い
で

下
さ
い
。
 

市
福
祉
事
務
所

・
児
童
係
（
 

廿
⑩
二
一
一
一

・
内
線
二
四
三

番
）
 

申
請

さ
れ

て
い
な
い

方
は

早
め
に
 

所 在 地 保育所（園）名 定員 

柳， 	 田」 ILP )i 川 I」I！保育園 

飯 	 詰 若 葉 保 育 園 

り

」6 11

0  

鶴 	ケ 	岡 三 好 保 育 所 

6 0 

 

i奏 さ か え 保 育 園 

6 0 

 

松 	島 	町 まっしま団地保育園 

9 0 

 

川 	 山 中 川 保 育 所 

6 0 
 

藻 藻 川 保 育 園 6 0 
 

羽 野 木 沢 七 和 保 育 園 
6 0  鎌 	谷 	町 

米 	 田 

か ま や 保 育 園

津 軽 野 保 育 園 
6 9 0 0 

 
雛 	 田 第一さっき保育園 

9 0 

 下 平 井 町 第二さっき保育園 
6 0  

梅 	 田 梅 田 保 育 園 9 0 
 

蓮 沼（平和町） さ く ら 保 育 園 6 0 
 

6 0 

若葉（新宮団地） 新宮団地保育園 6 0 
 

神 	 山 長 橋 保 育 園 6 0 
 

み 	ど 	り 	田丁 な お み 保 育 園 6 0 
 

飯 	 詰 た かたて保育園 

書
用
紙
は
、
当
所
及
び
各
保
育

所
（
園
）
に
あ
り
ま
す
）
 

軽
い
心
身
障
害
児
の
入
所
申

請
に
つ
い
て
相
談
に
お

い
で
下

さ
い
。
お
お
む
ね
四
歳
以
上
で

集
団
保
育
が
可
能
な
、
通
園
で

き
る
軽
度
の
心
身
障
害
児
も
受

け
付
け
し
ま
す
。
 

入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
 

第
一
さ
つ
き
保
育
園
（
雛
田
）
、
 

ま
た
は
市
福
祉
事
務
所

へ
お
気
 

保育所（園）の入所児童 

年
金
め
は
声
レ
 

拠
出
制
の
年
金
と
受
け
ら

れ
る
要
件
 

保育所（園）定員 
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昭和57年（1982年） 1月15日 広報ごしょがわら ⑤ (511号） 

ごみの処理状況（昭和55年度） 

論て lIlt 	営 	ご 	み 委 託 ご み 直接搬入ごみ 計 

処理内訳 処
 
理

ー
 
量
 

宝
口
 

合
う
  

%
  

処
 
理

1
 

量
 

生”
 
八

口
j
 
 

%
  

処 埋 量 
(t) 

・

E
1
 
 

合
？
  

%
  

処
 
理

1
  

割 合 
(%) 

焼 	却 5,020.3 52.6 2,987.5 61.0 3,322.0 26.4 11,329 .8 41.9 

埋 	立 4,516.5 47.4 1,908.0 39.0 9,263.5 73.6 15,688 .0 58.1 

9,536.8 100.0 4,895.5 100.0 12,585.5 100.0 27,017 .8 100.0 

一
 

廃
棄
 
物
 

エ
 プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
 

」
響

篇

誌
に
 

」

ダ
ス
ト
類
一
 

山
家
畜
死
体
ー
 

工
家
畜
く
ん
尿
一
 

」
建
設
廃
材
一
 

ガ
ラ
ス

・
陶
磁
器
く
ず
 

山
金
属
く
ず
 

ゴ
ム
く
ず
一
 

動
植
物
性
残
漬
 

ず
一
 

木

く
ず
一

紙

く
ず

一
 

ア
ル

カ
 

酸

一
 

油
一
 

で
 い
一
 

上
燃
え
が

ら
一
 

ー上ー」ー山ー上
汚 廃 廃 廃 

廃棄物の分類と処理責任 

声業者が処理責任を負う（廃掃法第10条 1項ン 

（廃掃法施行令第 l条） 

上ー」一」ー」ー」一 

産業廃棄物として法律
政令で定められている 

錫砦胃了べての廃 

物 

市町村力川又集・運搬・処分の責
任を負う（廃掃法第 6 条 2 項） 

事業者が責任を負う 
（廃掃法第 3 条） 

一 し尿浄化槽汚でし・ 

ー家庭から排出されたごみ 

一事業活動に伴って生じたごみ 

一
 

み 》
」
 

珠
 

（廃掃法第 産業廃棄物 

,
 

訂
正
と
お
わ

び
 

十
二
月
一
日
発
行
の
市
広
報

六
面
、
「
ご
み
を
考
え
る
」
記
事

中
、
 
一
部
説
明
不
足
と
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お

り
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
 

年
間
総
ご
み
量
は
、
約
二
万

七
千
戸
で
す
の
で
、

こ
れ
ら
の

ご
み
を
ご
み
収
集
車
（
積
載
一
一
 

・

七
ブ
）
で
換
算
す
る
と
年
間
 

一
万
台
分
と
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
収
集
車
（
全
長
六
 

・

七
M
）
を

一
列
に
並
べ
る
と
 

交
通
遺
児
に

五
万
円
 

大
町
商
店
街
振
興
組
合

大
町
商
店
街
振
興
組
合

（
金

川
鉄
男
理
事
長
）
は
十
二
月
十

七
日
、
交
通
遺
児
に
役
立
て
て

下
さ

い
と
、
五
万
円
を
市
に
寄
 

昭
和
五
十
七
年

一
月
一
日
か

ら
外
国
人
の
方
も
国
民
年
金
に

加
入
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

国
民
年
金
は
今
回
の
改
正
で
、
 

日
本
に
住
所
が
あ
る
外
国
人
の

う
ち
被
用
者
年
金
制
度
（
厚
生

年
金
な
ど
）
に
加
入
し
て
い
な

い
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
 
 

約
六
十
七
キ
ロ
M
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
十
二
月
十
五
日
発
行

の
「
ご
み
を
考
え
る
」
記
事
中

市
民
一
人
当
た
り
四
千
四
百
円

と
あ
る
の
は
、
定
期
収
集
区
域

人
口
を
二
万
八
千
八
百
四
十

一

人
と
し
た
場
合
の
も
の
で
す
。
 

付
、
寺
田
市
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

先
き
に
開
い
た
ア
ー
ケ
ー
ド

完
成
記
念
、
歩
行
者
天
国
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
の
益
金
を
贈

っ
た
も
の
で
す
。
 

歳
末
助
け
合
い
に
と

八
万
六
千
余
円
寄
付
 

五
所
川
原
合
唱
団

五
所
川
原
合
唱
団

（笹
昭
夫

団
長
、
団
員
五
十
人
）
は
十
一
一

月
十
九
日
、
歳
末
助
け
合

い
運

動
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
八

万
六
千
八
百
円
を
共
同
募
金
会

五
所
川
原
支
会

へ
寄
付
し
ま
し

た
。
 

方
が
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
 

六
十
歳
ま
で
に
二
十
五
年
以
上

保
険
料
を
納
め
れ
ぱ
、
六
十
五

歳
か
ら
老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
 

な
お
、
六
十
歳
ま
で
に
受
給

資
格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
き
は
、
国
民
年
金
を

脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

十
ニ
月
五
日
、
市
民
文
化
会

館
で
開
い
た
定
期
演
奏
会
で
の

入
場
券
の
売
L
金
を
贈
っ
た
も

の
で
す
。
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン

ズ
で
も
三
万
円
寄
付
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
『
ぐス
ク
ラ

ブ

（
斎藤
信
男
会
長
）
は
十
一
一

月
十
二
日
、
歳
末
助
け
合

い
運

動
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
」
一

万
円
を
市
に
寄
付
、
寺
田
市
長

に
託
し
ま
し
た
。
 

先
き
に
藤
吉
郎
で
開
い
た
家

族
会
の
際
、
募
金
を
呼
び
か
け

た
も
の
で
す
。
 

ま
た
、
被
用
者
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
る
方
の
外
国
人
で

あ
る
配
偶
者
は
任
意
加
入
と
な

り
ま
す
。
 

こ
の
機
会
に
外
国
人
の
方
も
、
 

老
後
は
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
国
民
年
金

へ
の
加
入
を
ぜ

ひ
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
社
会
課
 

・

国
民
年
金
係
へ
お
た
ず
ね
下

さ
い
。
 

国
民
年

金
、
外
国
人
も
加
入
で

き
ま
す
 

こ」
、2

、？
.?
,
?
.

？
、
？
、
」
．
」
、
」
、
」
．」
」
」
．
、」
，
」
．
、
〈
弓
」
電
」
‘
、」
え
〈
'）
・
「
・
「
、
？
こ
」
、
、
」
、「
、
、〈
、」
、
？‘
、7

、
」
、
、」
、●く
、1
一
 



“事
故
を
よ
ぶ
、
酒
が
疲

労
が
、
ス
ピ
ー
ド
が
〈
 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運

動
期
間
中
の
十
二
月
二
十
一
一

日
、
丸
大
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交

差
点
で
寺
田
市
長
は
じ
め
、
 

市
議
会
議
員
、
木
浪
警
察
署

長
が
タ
ス
キ
が
け
で
街
頭
に

立
ち
、
歩
行
者
ゃ
ド
ラ
イ
バ
 

ー
に
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
飲
酒
 

・

暴
走
運
転
の
追
放
を
訴
え

ま
し
た
。
 

飲酒・暴走運転の追放を 
市議会議員らが呼びかけ 

西
北
五
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会
 

神
山
ス
キ
ー
場
開
設
十
周

年
を
記
念
し
、
次
の
日
程
で

開
き
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
二
月
七
日
（
日
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
神
山
ス
キ
ー
 

場
 な

お
、
五
所
川
原
ス
キ
ー
 

協
会
の
五
十
六
年
度
の
日
程

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
 

多
数
の
参
加
者
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
会
員
募
集
中
。
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
先
 
市

内
布
屋
町
五
五
、
西
北
ス
ポ
 

ー
ツ
（
。
⑩
七
八
四
五
番
）
 

内
 

(511号） ⑥ 昭和57年（1982年）1月15日 	 広報ごしょがわら 

56年度 五所川原スキ 協会日程 

HI 	H 曜lI 行 	事 会 場 

日
  

ク ラ ノ 員 研 修 会 鯵ケ沢 

15 祝 ノぐ 	ッ 	ジ 	テ 	ス 	ト 神 山 

17 日 親 子 ス キ ー 教 室 狼野長根 

23-24 土～日 親 子 ス キ 一 教 室 神 山 

31 日 バ 	ッ 	ジ テ 	ス 	ト 神 山 

2. 	7 日 西北五スキー選手権大会 神 山 

祝 市 民 ス キ 一 大 会 神 山 

14 日 ク ラ ブ 員 競 技 会 神 山 

21 日 西 北 ス ポ ー ッ 杯 神 山 

28 日 ノぐ 	ッ 	ジ 	テ 	ス 	ト 神 山 

3.13-14 土～日 第18回県下クラブ対抗 未 定 

20- 21 土～日 ク ラ ブ 員 研 修 会 八幡平 

4. 	25 日 春スキー（スキー納め） 岩木山 

“あ
な
た
も
交
通
安
全
官
三
”
 

j
乞

ノ
 

市
町
内
会
連
合
会

（寺
田
清

会
長
）
と
市
交
通
事
故
防
止
緊

急
対
策
本
部
（
本
部
長

・
寺
田

市
長
）
は
、
町
内
会
連
合
会
に
 

ロ
訓
練
科
目
 
光
学
機
器

製
造
科
、
 一
般
事
務
科
、
製

版
印
刷
科
（
募
集
人
員
は
、
 

各
科
と
も
十
人
、
性
別
は
問
 

い
ま
せ
ん
）
 

訓
練
期
間
 

は
一
年
間
で
す
。
 

ロ
入
校
の
手
続
き
 
次
の

書
類
を
五
所
川
原
職
業
安
定

所
へ
提
出
し
て
、
入
校
の
指

示
を
受
け
て
下
さ
い
。
（
入校
 

難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約

等
へ
の
加
入
に
伴
う
出
入
国
管

理
令
、
そ
の
他
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
①

児
童
扶
養
手
当
②
特
別
児
童
扶

養
手
当
③
児
童
手
当
が
昭
和
五

十
七
年
二
月
分
の
手
当
か
ら
外

国
人
に
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
（認
定
請
求
さ
れ

た
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
）
 
 

加
入
し
て
い
る
約
一
万
戸
の
家

庭
に

「
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま

す
」
と
い
う
宣
言
書
用
紙
を
配

布
、
署
名
簿
を
取
り
ま
と
め
て

い
ま
し
た
が
、
六
千
百
五
十
四

人
の
協
力
が
得
ら
れ
、
十
二
月
 

願
書
は
、
市
福
祉
事
務
所
、
 

職
安
に
あ
り
ま
す
）
 

入
校
願
書
、
身
体
検
査
書

写
真
（
．
枚
）
 

受
給
資
格
 

日
外
国
人
登
録
法
に
基
づ
く

登
録
を
行
っ
て
い
る
方
。
 

認
定
請
求
書
・
現
況
届
等
の

添
付
書
類
 

日
外
国
人
登
録
法
の
規
定
に

基
づ
く
、
登
録
証
明
書
の
写

し

（
市長
が
原
本
と
相
違
な

い
旨
の
証
明
し
た
も
の
）
 

口
受
給
資
格
等
に
係
わ
る
事
 

市
都
市
計
画
課
職
員

一
同
は

十
二
月
二
十
六
日
、
善
意
銀
行

五
所
川
原
支
店
へ
七
千
三
百
四

十
五
円
を
預
託
し
ま
し
た
。
 

た
ば
こ
、
お
菓
子
代
を
節
約

し
て
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

ロ
合
格
発
表
 
三
月
十
三

日
（
土
）
本
人
に
通
知
す
る
。
 

な
お
、
応
募
資
格
、
入
校

中
の
特
典
な
ど
、
詳
し
く
は
 

項
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
 

で
き
る
書
類
を
添
付
す
る
。
 

受
給
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方

は
、
認
定
請
求
を
し
て
下
さ
い
〔
 

認
定
請
求
さ
れ
な
い
と
受
給
で

き
ま
せ
ん
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉
事

務
所

（
廿
⑩
二
一
一
一
番
・
内

線
二
四
三
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

十
九
日
、
寺
田
会
長
か
ら
本
部
 

ル
交
通
ル

ー
ル
を

守
り
ま

す

）
 

長
の
寺
田
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

六
千
百
五
十
四
人
が
署
名
  

善

銀
へ

七
千
余
円
預
託
 

児
童
扶
養
手
当
等
、外
国
人
に
も
適
用
 

身
障
者
職
業
訓
練
校
入
校
の
ご
案
内
 
」
鎮
窪
 

一一
“
一
一
てL，
「「
二ー
ニー
ーゴ
り
1
1
 
'Jオ
ーく
 
‘

に
．ニ
ー
 

身
体
障
害
者
 

ロ
願
書
受
付
期
限
 
二

月
 

職
業
訓
練
校
（
郵
便
番
号
〇
 

五
日
 

三
六
、
弘
前
市
緑
ケ
丘
一

ー
 

口
選
考
日
 
一
月
十
九
日
 
九

ー
一
、
廿
弘
前
⑩
六
八
八
 

（
金
）
午
前
九
時
三
十
分
 
二

番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
 

口
選
考
場
所
 
本
校
 

さ
い
。
 

《
 



広報こしょがわら 	 昭和57年（1982年）1月15日 ⑦ (511号） 

※スキー教室は、昭和57年 2 月14日（日）です。 

容
 

内
 

集
 

募
 

毎週 教室名 人員 国は文 サ―クル・クラブ“ サブ体育館利用日 

茶道 9 

大 

陶芸 

絵画 

料理 

10 

5 
15 

10 

9 
9 

紅葉会（茶道） 

少林寺拳法 

水 煎茶 10 。

J
 
 

ギター 

ダンス （社交） 

泥窯師（陶芸） 

ノぐドミ ン トン 

卓 	球 

木 
着付 

生花 

15 
10 

9
 9
  

金
  

アトリエ（絵画） 

ダンス（社交） 

まなぐ（写真） 

ノぐドミ ン トン 

卓 	球 

土
  

吹奏楽 

テニス （軟・硬） 

ノぐドミ ン トン 

医
師
会
と
家
庭
を
 

下
さ
い
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
 

結
ぶ
、
「
み
ん
な
の
健
 
今

回
の
テ
ー
マ
は
、
「
高血
 
階

ホ
ー
ル
 

「
高
血
圧
症
」
 
につ
い
て
 

五
所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会
、
 

康
教
室
」
が
次
の
日
 

圧
症
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

年
間
を
と
お
し
て
聴
講
さ

程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

ロ
と
き
 

一
月
二
十
二
日
 
れ

た
方
に
は
、
修
了
証
と
記

お
気
軽
に
お

い
で
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 
念

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

みんなの健康教室 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

移
動
採
血
車

「
青
い
鳥
号
」
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

＠
二
月
五
日

（
金
）
 
o
午

前
十
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
、
 

末
広
町

・
五
所
川
原
保
健
所
前
 

昭
和
五
十
七
年
度
の
耕
地
事

業
実
施
に

つ
い
て
、
次
の
事
項

を
ご
留
意
の
う
え
、
申
請
し
て

下
さ
い
。
 

▽
申
請
期
間
 

一
月
十
六
日
か
ら
四
月
三
十
日
 

o

当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
三
時
ま
で
、
布
屋
町

・
西
北

中
央
病
院
前
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

⑥
二
月
二
十
二
日
（
月
）
 

〇
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
正

午
ま
で
、
岩
木
町

・
市
庁
舎
前
 

o

当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
三
時
ま
で
、
新
町

・
旧
警
察

署
前
 “あ

な
た
も
献
血
手
帳
を

）
 

ま
で
 

▽
申
請
用
紙
 

市
土
地
改
良
課
で
交
付
し
て
い
 

ま
す
。
 

▽
補
助
対
象
事
業
 

①
農
道
整
備

（補
修
、
新
設
、
 

改
良
、
橋
梁
、
他
）
 

②
か
ん
が
い
排
水
施
設
（
水
 

門
工
、
掛
樋
、
用
排
水
路
新
設
 

改
良
、
他
）
 

③
事
業
費
十
万
円
以
下
の
小
 

災
害
復
旧
、
そ
の
他
 

▽
補
助
対
象
者
 
二
人
以
上
の
 

共
同
施
工
、
土
改
区
、
農
協
等
。
 

5
7年度
耕
地
事
業
申
請
の
お
知
ら
せ
 

柳

鶏
膨
難鰍
）勧
易
鋳
w
 

市
立
図
書
館
で
は
、
次
の
日
 

口
主
催
 
五
所
川
原
市
読
書

程
で
名
作
読
書
会
を
開
き
ま
す
。
 
団
体
連
絡
協
議
会
、
市
立
図
書

ど
な
た
も
お
気
軽
に
ご
参
加
 
館
 

下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
二
月
十
八
日
（
木
）
 

“黄
金
の
人
生
）
 

午
前
十
時
か
ら
 
市

民
講

座
を

開
催

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館
 
ご

近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

ロ
講
師
 
白
戸
良
徳
氏
（
五
 
え
ご

来
場
下
さ
い
。
 

所
川
原
市
）
 

ロ
と
き
 

一
月
二
十
三
日
（
 

ロ
テ
許
ス
ト
 

「
高
瀬
舟
（
 

土
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

森
鴎
外
）
 
ロ
と

こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
読
書
方
法
 
輪
読
会
方
式
 
口
講

師
 
三
上
俊
一
氏
（
家

ロ
お
申
込
み
 
一
月
二
十
五
 

庭
児
童
相
談
員
、
元
中
学
校
校

日
（
月
）
ま
で
市
立
図
書
館
（
。
 
長
）
 

⑩
四
三
三
四
番
）
へ
お

申
し
込
 
口
演
題
 

「
黄
金
の
人
生
」
 

み
下
さ
い
。
 

ロ
受
講
料
 
無
料
 

受講者募集のご案内 

くらしと趣味の教室 

市勤労青少年ホ ムでは、働く若人の仲間と楽しく 

話し合い、余暇に文化・教養・スポーツ、レクリエー 

ション等の活動など、ホーム利用者相互の交流を図っ 

ております。 

ふるってご応募下さい。 

ロ受講資格 ①市内に住所、または勤務先を有する 

勤労青少年②満15歳以上、30歳までの方③以前に受講 

された方でも結構です。 

ロ受講料 無料（ただし、材料費は本人負担） 

ロ申込み先 市勤労青少年ホーム（n⑩36O2番） 

ロ締切り 昭和57年1月30日 

ロ受講時間 午後 6時30分から 8時30分まで 

，
 

、
 

還
付
を
受
日
る
た
め
の
申
告

は
、
 一
月
か
ら
受
付
し
て
い
ま

す
。
早
く
申
告
す
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
早
く
税
金
が
も
ど
り
ま
す
。
 

〈
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が

も
ど
る
場
合
〉
 

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
損
控

除
や
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
 

控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
 

き
る
場
合
 

②
年
の
中
途
で
退
職
し
、
そ
の
 

の
収
入
が
あ
っ
て
、
源
泉
徴
収

税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い

る
場
合
 

②
医
療
費
控
除
ー
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書
 

③
住
宅
取
得
控
除
廿
登
記
簿
謄
 

（抄
）
本
や
請
負
契
約
書
、
売

買
契
約
書
な
ど
の
ほ
か
住
民
票

の
写
な
ど
 

詳
し
く
は
、
税
務
相
談
室
や

税
務
署
に
お
た
ず
ね
下
さ

い
。
 

還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
早
め
に
 

後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
 

〈
確
定
申
告
書
に
添
付
す
る
書
 

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
場
合
 

類
〉
 

③
原
稿
料
や
利
子
、
配
当
な
ど
 

①
雑
損
控
除
廿
損
害
の
明
細
書
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こ
れ
ま
で
規
制
さ
れ
て
い

た
「
緑
故
米
、
贈
答
米
」
 

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

国民年金に 
加入しましよう 

、、はたち、、のみなさん 

市
の
施
設
へ
の
物
品
納
入
 

を
希
望
さ
れ
る
業
者
は
、
 

登
録
手
続
き
を
し
て
下
さ
 

ロ
受
付
期
間
 
二
月
‘
 

日
か
ら
．
月
二
十
七
目
ま
 

録
中
請
用
紙
は
財
政
課
に

あ
り
ま
す
）
 

な
お
、
詳
し
く
は
財
政

課

（
廿
⑩
二
一
二
番

・

内
線
三

一
六
番
）

へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

	~ 

市
で
は
、
五
十
七
年
度

に
使
用
す
る
物
品
の
調
達

業
者
の
登
録
更
新
を
次
の

と
お
り
受
付
け
し
ま
す
。
 

市
役
所
、
西
北
中
央
病

院
、
食
給
セ
ン
タ
ー
等
、
 

で
 ロ

受
付
場
所
 
市
財
政

課
（
本
庁
四
階
）
 

ロ
提
出
書
類
 
業
者
登

録
申
請
書
、
納
税
証
明
書

営
業
証
明
書
各
一
部

（
登
 

納
入
業
者
の
登
 

昭
和
五
十
七
年
度

に
市
が
発
注
す
る
工

事
の
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
建
設
業
者

は
次
の
要
領
で
手
続

続
き
を
し
て
下
さ
い
二

ロ
受
付
期
間
 

二
月
一
日
か
ら
一
一
 

H
ニ
ト
七
日
ま
で
。
 

ロ
提
出
書
類
 

①
建
設
工
事
人
札

参
加
資
格
審
査
申
請

書

（建
設
省
統
一
様
 

式
）
②
建
設
業
許
可
証

明
書
、
③
主
要
取
引
金

融
機
関
名
、
④
納
税
証

明
書
、
（国
税
、
県
税
、
 

市
税
）
⑤
印
鑑
証

明
書

⑥
建
設
業
退
職
金
共
済

組
合
加
入
証
明
書
、
⑦

技
術
者
名
簿
、
⑧
建
設

機
械
器
具
名
及
び
数
量

ロ
提
出
先
 

市
建
設
課
庶
務
係
、
 

（
廿
⑩
二
一

二
番

・

内
線
二
二
八
番
）
 

指名競争入札業者を受付 

い
う
わ
け
で
す
。
 

こ
の
ブ
ラ
ン
チ
制
度
に
よ
る

小
売
店
は
、
三
大
都
市
圏
、
そ

の
他
の
政
令
指
定
都
市
お
よ
び

人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
方
の

基
幹
的
都
市

（人
口
二
十
万
人

以
上
）
等
に
設
置
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
 

米
の
無
償
譲
渡

の
道
が
開
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

郷
里
に
帰
っ
た
時
に
持
ち
帰
る

い
わ
ゆ
る
縁
故
米
や
お
中
元
、
 

お
歳
暮
な
ど
と
し
て
贈
る
“
贈

答
米
）
な
ど
に
つ
い
て
も
規
制

が
解
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

◇
 
◇
 

◇
 

こ
の
よ
う
に
、
新
し
く
発
足

し
た
食
糧
管
理
制
度
は
“
よ
り

よ
い
お
米
を
安
定
し
て
購
入
し

た
い
《
と
い
う
消
費
者
の
ニ
ー
 

ズ
に
こ
た
え
た
も
の
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
 

米
穀
通
帳
制
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
米
穀
通
帳

な
し
で
お
米
が
買
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
『
）
 

も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
 
 

て
は
、
従
来
か
ら
米
穀
通
帳
の

配
布
が
ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
消
費
者
の

立
場
か
ら
は
あ
ま
り
変
化
は
な

い
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
 

が
 

。
 

米
穀
小
売
店
が
簡
単
な
販

売
所
に
お
い
て
、
お
米
を

販
売
で
き
る
い
わ
ゆ
る
「
 

ブ
ラ
ン
チ
制
度
」
が
で
き

ま
し
た
。
 

ブ
ラ
ン
チ
と
は
、
お
米
屋
さ

ん
が
小
袋
詰
精
米
だ
け
を
主
と

し
て
店
頭
で
販
売
す
る
小
売

店

の
支
所
の
こ
と
で
、
 一
般
の
小

売
店
よ
り
簡
単
な
手
続
き
で
設

置
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
消
費
者
の

皆
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
に
比
べ
、
 

よ
り
身
近
に
お
米
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
 

食糧管理制度が 
改正されました 

(
 

広
報

紙
の
早

期
配
布

に
ご
協
力
下
さ
い
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